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本研究は、小学校国語科における自分の考えをもち、表現できる児童の育成を目指した

ものである。 

学習したことに対する自分の考えをもち、自分の言葉で表現することができるようにす

るために、視点を明確にした振り返り指導を行う。学習のサイクル「見通し」「深め進め

る」「振り返り」のそれぞれのステップにおいて、目的に応じて振り返りを促す言葉掛け

をする。また、「振り返り」において「振り返りポイント」を活用し、めあてに沿った振

り返りになるような視点を明確にした書き方指導を行う。このような指導が、学習したこ

とに対し自分の考えをもち、表現する力の向上に有効であることを、実践を通して明らか

にした。 

キーワード 【国語―小 自分の考え 考えの形成 振り返り 視点】  

《研究の概要》 



 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 

 国語科では、「思考力，判断力，表現力等」の全ての領域において、自分の考えを形成する学習過程

を重視し、「考えの形成」に関する指導事項が位置付けられた。言語活動を通して、児童が自分の考え

をもったりまとめたりすることができるような指導が求められている。 

 令和３年度全国学力・学習状況調査の調査結果資料では、「国語の授業では，目的に応じて，自分の

考えを話したり必要に応じて質問したりしていますか」という設問に対して、「当てはまる」と答えた

児童は25.6％、「国語の授業では，目的に応じて，自分の考えとそれを支える理由との関係が分かるよ

うに書いたり表現を工夫して書いたりしていますか」という設問に対して、「当てはまる」と答えた児

童は26.5％にとどまっている。また、「国語の授業では，目的に応じて文章を読み，感想や考えをもっ

たり，自分の考えを広げたりしていますか」という設問に対し、「当てはまる」と答えた児童は33.9％

であった。このことから、自分の考えをもったり自分の言葉でまとめたりすることができるような「考

えの形成」を重視した指導が重要なことが分かる。 

また、上述の調査においては、「学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見

直し，次の学習につなげることができていますか」という設問に対し、「当てはまる」と答えた児童は

32.7％という数値であった。このことから、学習したことを次の学びに生かすための振り返りの充実が

求められていることが分かる。 

群馬県においても、「学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の

学習につなげることができていますか」という設問に対し、「当てはまる」と答えた児童が32.4％にと

どまっているなど、上述の調査の各項目で全国の数値と類似した結果となっている。また、研究協力校

（以下、協力校）の教師に児童の実態に関する聞き取り調査を行ったところ、「振り返りを書く活動で

は、学習したことに対する自分の考えを自分の言葉で書くことが難しい」や「学習して何が身に付いた

のかを自覚できていないため、本時の学びを以降の学びに十分に生かすことができていない」等の回答

を得た。協力校においても、学習したことに対して自分の考えをもったりまとめたりすることや、学習

したことを次の学びに生かすことに課題があると考えられる。 

このような状況の改善には、児童が自分の考えをもち、表現できるようにするための振り返り指導が

必要であると考える。そこで本研究では、視点を明確にした振り返り指導を行う。自己調整学習の考え

方である「見通し」「深め進める」「振り返り」の学習サイクルにおいて、目的に応じて振り返りを促

す言葉掛けを行うことで、児童が学習したことに対し自分の考えをもてるようになると考える。また、

振り返りの視点として「振り返りポイント」を設定し、視点を具体化して示したり書き出しや文末表現

の例を提示したりして、視点を明確にした書き方指導を行う。これにより、児童がめあてに沿った振り

返りを書くことができるようになると考える。このように、「考えの形成」の学習過程を重視した学習

において、視点を明確にした振り返り指導を行うことで、学習したことに対し自分の考えをもち、表現

できる児童が育つのではないかと考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

小学校国語科の「考えの形成」の学習過程を重視した学習において、視点を明確にした振り返り指導

を行うことで、自分の考えをもち、表現する力が育つことを、授業実践を通して明らかにする。 

 

Ⅲ 研究仮説（見通し） 

 

１ 自分の考えをもつ 

   「見通し」「深め進める」「振り返り」の学習サイクルにおいて、目的に応じて振り返りを促す

言葉掛けを行うことで、児童は、学習したことに対する自分の考えをもてるようになるであろう。 
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２ 自分の考えを表現する 

   「振り返り」において「振り返りポイント」を活用し、めあてに沿った振り返りになるように視

点を明確にした書き方指導を行うことで、児童は、学習したことに対する自分の考えを表現できる

ようになるであろう。 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 基本的な考え方 

(1) 「自分の考えをもち、表現できる児童」とは 

   「考え」には、課題に対して自分はどのような立場であるかを示す「意見」や、課題をどのよう

に捉え理解したのかを示す「解釈」などがある。学習過程の「考えの形成」では、単元の学習を通

して理解したことを基に意見をもったり解釈したりするといった、自分の考えを形成できるように

する指導が求められている。また、「考え」には、「○○は自分にとってどのような学びになった

か」という課題そのものの意味や価値を捉えるものがある。 

本研究では、「考えの形成」の指導事項を目標として扱う単元の指導を通して、意見や解釈など

の「考え」を形成できるようにするとともに、何を学んだか、どのように学んだか等、学習したこ

とに対する「考え」をもつことのできる児童を「自分の考えをもつ児童」とする。また、学習した

ことに対する考えを自分の言葉で表現することのできる児童を「自分の考えを表現できる児童」と

する。 

(2) 「視点を明確にした振り返り指導」とは 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」では、「主体的に学習に取り組

む態度」について、「知識・技能を習得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするた

めに，自らの学習状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しなが

ら，学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評価する」と示されている。 

教育心理学では、この自らの学習を調整しようとする学習を「自己調整学習」と呼んでいる。自

己調整学習では、予見（見通し）、遂行コントロール（深め進める）、自己省察（振り返り）の三

つのステップを回していくことが重要であるとされ、自己省察（振り返り）を次の学習の予見（見

通し）に反映させることで、自己調整学習のサイクルが成立するとしている。 

本研究では、「見通し」「深め進める」「振り返り」の学習サイクルのそれぞれのステップにお

いて、「学習の見通しをもつ」「学習を調整する」「学びを自覚する」という目的に応じた振り返

りの視点を定め、それらの視点に沿って振り返りを促す言葉掛けを行う。また、単元の振り返りの

視点として「振り返りポイント」を設定し、各単位時間の振り返りでは、「振り返りポイント」を

具体化して提示したり、書き出しや文末表現の例を提示したりして、視点を明確にした書き方指導

を行う。これらの指導を、視点を明確にした振り返り指導とする。 

 

２ 手立ての説明 

(1) 振り返りの視点と言葉掛け 

「見通し」「深め進める」「振り返り」の学習サイクルにおいて、目的に応じて振り返りを促し

ていく。振り返りの目的と視点、言葉掛けの例を以下に示す。これらの視点に沿って振り返りを促

すことで、児童が学習に対して主体的に取り組み、自分の考えをもてるようにする。 

 

表１ 振り返りの視点と言葉掛けの例 

 ステップ１ 見通し ステップ２ 深め進める ステップ３ 振り返り 

目
的 

学習の見通しをもつ 学習を調整する 学びを自覚する 
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視
点 

・何ができたか 

・どのような学習の進め

方をしてきたか 

・どのくらいできたか 

・学習の進め方はこれで 

よいか 

・何ができたか 

・どうしたらできたか 

・生かしたいことは何か 

言
葉
掛
け
の
例 

・何を考えましたか。 

・書いた振り返りを読み返

しましょう。 

・どのような進め方がよい

と思いますか。 

・めあては解決しましたか。 

・もう少し話し合いますか。 

・どうしたら解決できるでし

ょう。 

・何について考えられました

か。 

・どのようにして考えました

か。 

・○○するときにどのように

したいと思いますか。 

(2) 「振り返りパワーアップシート」の作成・活用 

本研究では、「振り返りパワーアップシート」と

いうワークシート（図１）を用いて振り返り指導を

行う。「振り返りパワーアップシート」には、単元

の評価規準に基づいて設定した振り返りの視点であ

る「振り返りポイント」（次ページ表２）を提示し

ておく。また、単元の学習課題や学習計画、１時間

ごとの振り返りや単元の振り返りを書く欄を設け、

児童が記入できるようにする。 

単元の「つかむ」過程では、児童は単元の学習課

題や学習計画を立て、「振り返りパワーアップシー

ト」に記入する。「振り返りポイント」とともに、

単元の学習課題や学習計画をまとめておくことで、

児童が単元の学習を通して「何をできるようにする

のか」「どのような進め方で学習をするのか」など

の見通しをもてるようにする。 

単元の「追究する」過程では、導入時に、「振り

返りパワーアップシート」に記入した前時の学習を

振り返ったり、学習課題や学習計画を確認したりす

る場を設け、児童が本時のめあてを考えられるよう

にする。終末には、本時の「振り返りポイント」の

確認とともに、学習内容に合わせて具体化した振り

返りの視点の提示、書き出しや文末表現の提示など

を行い、めあてに沿った振り返りが書けるようにす

る。また、児童の記述に対して、学びの自覚を促す

助言を書くなどのフィードバックを行い、児童が自

分の考えを明確に書けるようにする。 

単元の「まとめる」過程では、「振り返りパワー

アップシート」の前時までの記述を用いて、「何が

分かったか」「どうしたら課題を解決できたか」な

ど、単元の学習についてグループで交流する活動を

設定する。どの「振り返りポイント」で、どのよう

な振り返りを書いたのかを確認するよう促し、これ

までの学習を振り返ることができるようにする。そ

の後、設定した三つの「振り返りポイント」に基づ

いて、単元の振り返りを書く時間を設け、児童が学

習したことに対する自分の考えを表現できるようにする。 

図１ 振り返りパワーアップシート 

（第２学年） 

振り返り 

ポイント 

単元の 

学習課題 

学習計画 

１時間ごとの振り返り（一部） 

単元の振り返り 
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   表２ 本研究の実践単元における「振り返りポイント」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の観点 
振り返りポイント 

「読むこと」 「話すこと・聞くこと」 

知識・技能 心に残った言葉 話合いがうまく進む言葉 

思考・判断・表現 物語の読み方 意見をまとめるための話合いの仕方 

主体的に学習に 

取り組む態度 

進んで読む 

物語を読むときに生かしたいこと 

進んで話し合う 

友達の意見を聞くときや、話合いをす

るときに、気を付けること 
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Ⅴ 実践の計画と方法 

 

１ 授業実践の概要 

 (1) 「読むこと」 

対   象 研究協力校 小学校第２学年 45名 

実 践 期 間 令和３年10月27日～11月16日（全10時間） 

単 元 名 お話の人物と比べながら読み、感想を書こう「わたしはおねえさん」 

単元の目標 ・身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には意味

による語句のまとまりがあることに気付き、語彙を豊かにすることができる。 

（知識及び技能）(1)オ 

・文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想をもつことができる。 

（思考力、判断力、表現力等）Ａ(1)オ 

・言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思い

や考えを伝え合おうとする。          （学びに向かう力、人間性等） 

 (2) 「話すこと・聞くこと」 

対   象 研究協力校 小学校第３学年 27名 

実 践 期 間  令和３年10月25日～11月５日（全８時間） 

単 元 名  はんで意見をまとめよう 

単元の目標 ・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、

言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにす

ることができる。                 （知識及び技能）(1)オ 

・目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の

共通点や相違点に着目して、考えをまとめることができる。 

（思考力、判断力、表現力等）Ａ(1)オ 

・言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや

考えを伝え合おうとする。           （学びに向かう力、人間性等） 

 

２ 検証計画 

検証項目 検証の観点 検証方法 

見通し１ 「見通し」「深め進める」「振り返り」の学習サイクルにお

いて、目的に応じて振り返りを促す言葉掛けを行うことで、児

童は、学習したことに対する自分の考えをもてたか。 

・授業中の児童と指導

者の発言内容の分析 

・「振り返りパワーアッ

プシート」の記述内

容の分析 

見通し２ 「振り返り」において「振り返りポイント」を活用し、めあ

てに沿った振り返りになるように視点を明確にした書き方指

導を行うことで、児童は、学習したことに対する自分の考えを

表現できるようになったか。 

 

 ３ 評価規準 

  (1) 実践Ⅰ「読むこと」 

学年・単元名 

教材名 

第２学年 お話の人物と比べながら読み、感想を書こう 

「わたしはおねえさん」 

知識・技能 身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉

には意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙を豊かにしてい

る。 

- 5 -



 

 

思考・判断・表現 「読むこと」において、文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想をも

っている。 

主体的に学習に取

り組む態度 

進んで人物と自分とを比べながら読み、学習課題に沿って感想を書こう

としている。 

  (2) 実践Ⅱ「話すこと・聞くこと」 

学年・単元名 第３学年 はんで意見をまとめよう 

知識・技能 様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、話や文章の中で使う

とともに、言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、

語彙を豊かにしている。 

思考・判断・表現 「話すこと・聞くこと」において、目的や進め方を確認し、司会などの役

割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えを

まとめている。 

主体的に学習に取

り組む態度 

進んで、互いの意見の共通点や相違点に着目して考えをまとめ、今まで

の学習を生かして、司会などの役割を果たしながら話し合おうとしている。 

 

 ４ 指導計画 

  (1) 実践Ⅰ「読むこと」 

時
程 

過
程 

ねらい 
評価の 

観点 
「振り返り」における視点 

第
1
時 

つ
か
む 

教材文に出合い、心に残った言葉を見

付け、語彙を豊かにすることができ

る。 

知技 どのようなところが心に残ったか 

第
２
時 

初発の感想について話し合い、学習の

見通しをもつことができる。 

主体態 単元の学習で一番知りたいことは何か 

第
３
時 

追
究
す
る 

物語の大体を捉えることができる。 思判表 あらすじをまとめるポイントは何か 

第
４
時 

「すみれちゃん」の人物像を捉えるこ

とができる。 

知技 

思判表 

今日話し合ったことは何か 

自分と比べて思ったことはどのよう

なことか 

第
５
時 

「半分ぐらいなきそうでおこりそうな

すみれちゃん」の行動について、具体的

に想像することができる。 

知技 

思判表 

今日話し合ったことは何か 

自分と比べて思ったことはどのよう

なことか 

第
６
時 

「ぐちゃぐちゃの絵がかわいく見えて

きたすみれちゃん」の行動について、具

体的に想像することができる。 

知技 

思判表 

今日話し合ったことは何か 

自分と比べて思ったことはどのよう

なことか 

第
７
時 

「けしかけてけすのをやめたすみれち

ゃん」の行動について、具体的に想像す

ることができる。 

知技 

思判表 

今日話し合ったことは何か 

自分と比べて思ったことはどのよう

なことか 

第
８
時 

これまでに読んできた「すみれちゃん」

の行動について振り返り、一番心に残

ったところを選ぶことができる。 

知技 

思判表 

一番心に残ったところはどこか 

なぜその場面を選んだか 
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第
９
時 

物語の感想をもつことができる。 思判表 

主体態 

どのようにして感想を書いたか 

第
10
時 

ま
と
め
る 

単元全体を振り返り、単元の学びをま

とめることができる。 

知技 

主体態 

心に残った言葉は何か 

どのように物語を読めばよいか 

進んで読めたか 

物語を読むときに生かしたいことは

何か 

 (2) 実践Ⅱ 話すこと・聞くこと 

時
程 

過
程 

ねらい 
評価の 

観点 
「振り返り」における視点 

第
1
時 

つ
か
む 

学習課題を捉え、学習の見通しをもつ

ことができる。 

主体態 単元の学習でできるようにしたいこ

とは何か 

第
２
時 

追
究
す
る 

役割と進め方を確かめ、「本を紹介す

る目的」について話し合うことができ

る。 

思判表 今日の話合いでできたことやうまくい

かなかったことは何か 

第
３
時 

前時の話合いを振り返り、司会のこつ

を見付けることができる。 

知技 

主体態 

司会はどのような言葉を使うとよいか 

司会になったら使いたい言葉は何か 

第
４
時 

司会のこつを使って「どのような紹介

の仕方がよいか」について話し合うこ

とができる。 

思判表 今日の話合いでできたことやうまく

いかなかったことは何か 

第
５
時 

前時の話合いを振り返り、提案者のこ

つを見付けることができる。 

知技 

主体態 

提案者はどのような言葉を使うとよ

いか 

次の話合いで気を付けたいことは何

か 

第
６
・
７
時 

司会と提案者の二つのこつを使って、

「３年２組に紹介する本」について話

し合うことができる。 

思判表 今日の話合いでできたことやうまく

いかなかったことは何か 

今日の話合いを聞いて、使えると思っ

た言葉は何か 

第
８
時 

ま
と
め
る 

話合いの仕方でよかったところを伝え

合い、話合いをするときに気を付ける

ことをまとめることができる。 

知技 

主体態 

話合いがうまく進む言葉にはどのよ

うな言葉があるか 

どのように話し合うとよいか 

進んで話し合ったか 

友達の意見を聞くときや、話合いをす

るときに気を付けることは何か 

 

Ⅵ 研究の結果と考察 

 

 実践Ⅰ「読むこと」 

 

 １ 「見通し」「深め進める」「振り返り」の学習サイクルにおいて、目的に応じて振り返りを促す

言葉掛けを行うことで、児童は、学習したことに対する自分の考えをもてたか 
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(1) 「見通し」 

第９時では、前時の学習で選んだ

「一番心に残ったところ」を想起し

た上で、物語の感想を書くという本

時のめあてについて考えられるよう

にするための振り返りを促した。図

２は、そのやり取りを記したもので

ある。 

初めに、「振り返りパワーアップ

シート」を見て、前時の振り返りに

書いた内容を確認するよう促した。

また、第２時で記入した「振り返り

パワーアップシート」の学習計画を

見て、本時の学習活動を確認するよ

う促した。教師の「今日は何を考え

ますか」の問い掛けに対し、ほとん

どの児童が「感想を書く」と答えて

いた。 

   次に、感想を書くことへの目的意識

をもてるように、何のために感想を書

くのか、どのような感想を書くとよいかを考えるよう促した。「３年生が分かりやすい感想を書く

とよい」という児童の発言に対して、ほとんどの児童がハンドサインで賛同の意を表していた。こ

の児童の発言を生かして、児童はめあてを立てていた。 

このように、これまでに学習したことを想起させた上で、本時で考えることは何かを問うことに

より、児童は、目的意識の表れためあてを立てることができた。このことから、「見通し」におい

てこれまでの学習の振り返りを促す言葉掛けを行うことで、児童は前時の学習に対する自分の考え

をもち、学習の見通しをもてたと考える。 

(2) 「深め進める」 

めあてを立てた後、３年生に分かり

やすい感想にするには何を書くとよい

かを考えるよう促した。児童からは、

「一番心に残ったところや心に残った

わけを書くとよい」という意見が出さ

れた。「自分と比べて思ったこと」に

ついての発言が出なかったため、「自

分も」「自分だったら」と比べて読ん

できたこれまでの学習を想起するよう

促し、感想に書くとよいことを確かめ

た。感想に書く内容を確かめた後、個

人解決の時間を設けたが、自力で書く

ことが難しい様子が見られたため、こ

こまでの学習の振り返りを通して解決

方法を考える場を設けた。図３は、そ

のやり取りを記したものである。 

一人一人が自分の学習状況について

振り返ることができるように、「解決

図２ 「見通し」におけるやり取り（Ｔ：教師 Ｃ：児童） 

傍線は、振り返りを促す教師の言葉掛け 

波線は、言葉掛けに対する児童の反応（以下、同様） 

図３ 「深め進める」におけるやり取り 
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している」「解決していない」「分からない」という自分の考えについて、ハンドサインを用いて

意思表示するよう促した。「分からない」という児童が多かったため、感想を書くワークシートを

読み返すよう促し、再度学習状況について問い掛けた。書いた文章を読み返しても、多くの児童が

解決しているか分からないという状況であった。そのため、「一番心に残ったところ」「心に残っ

たわけ」「自分と比べて思ったこと」について、それぞれの内容ごとに書けている児童の文章を発

表させ、自分が同じように書けているか確認するよう促した。その上で、「感想を書く」という課

題について解決しているかを問い掛けると、児童は未解決であるという反応を示した。このような

児童の反応を受け、「どうすると解決しますか」と問い、これまでの学習を想起させ解決方法を考

えるような言葉掛けを行った。児童からは、「友達と話し合う」「グループになって話すとよい」

「自分でもう一度考える」といった解決方法が出され、「初めに一人で考えて、その後書けた人に

アドバイスをもらう」という進め方で合意した。このような学習を調整するための振り返りを行っ

た後、児童は自分たちで考えた学習の進め方に沿って、感想を書き上げた。 

このように、感想を書くことが解決しているか、どうしたら解決するかを問うことで、児童が、

ここまでの自分の学習状況を振り返り、学習の進め方を決めることにつながった。このことから、

「深め進める」において自分の学習状況に対する振り返りを促す言葉掛けを行うことで、児童は、

ここまでの学習に対する自分の考えをもち、学習を調整することができたと考える。 

(3) 「振り返り」 

「振り返り」においても「感想を書く」という課題が解決しているかを再度問い掛けた。ほとん

どの児童が「解決した」のハンドサインを挙げていた。この反応を受けて、本時の振り返りの内容

として「どのようにして感想を書いたか」の視点を示した。「振り返りパワーアップシート」の振

り返り記入欄には、全員の児童が、視点に沿った振り返りを書いていた。 

このように、振り返りの視点を具体化して提示したことにより、児童は、めあてに対する振り返

りを書くことができた。このことから、「振り返り」において、学習を通して学んだことについて

の振り返りを促す言葉掛けを行うことで、児童は、自分の学びを自覚し、学習したことに対する自

分の考えをもつことができたと考える。 

 

２ 「振り返り」において「振り返りポイント」を活用し、めあてに沿った振り返りになるように視

点を明確にした書き方指導を行うことで、児童は、学習したことに対する自分の考えを表現できる

ようになったか 

前述の第９時の「振り返り」では、「どのよう

にして感想を書いたか」という振り返りの視点と

ともに「○○という言葉を使って」や「○○のこ

とを書けば感想を書けた」のような書き方の例を

示した。前述のとおり、全員の児童が視点に沿っ

て振り返りを書いていた。児童Ａは、心に残った

理由や自分と比べて思ったことを考えると、感想

が書けることを述べている。児童Ｂは、友達にア

ドバイスされたことについて具体的に書いている

（図４）。また、心に残ったところについて、自

分と比べて考えると感想が書けることを述べてい

る。児童Ｃは、なかなか振り返りを書き出す様子

が見られなかった。そこで、児童の考えを引き出

すために、板書や児童の書いた感想を指し示しな

がら、感想を書くにはどのようなことを書けばよ

かったかを問い掛けた。児童から「自分と比べて」という言葉が出たため、「自分と比べて書くと感想を

書けた、ということですか」と問い返した。児童のうなずきを確認し、教師が共感の意を示すと、児童は

図４ 児童の振り返り 

児童Ａ 児童Ｂ 
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視点に沿った振り返りを書いていた。 

単位時間の振り返りでは、前述の児童

のように個別支援をしたり、「振り返り

パワーアップシート」に学びの自覚を促

す助言を書いたりして、書き方指導を繰

り返し行った。児童Ⅾは、第５時の振り

返りにおいて、読んで考えた「すみれち

ゃん」の行動について、「私はすみれち

ゃんと比べて違う」ということを書いた

（図５）。違うと思った根拠も書けるよ

うになると、更に児童の考えが深まると

判断し、「自分だったらどうしますか」

と助言をした。この助言に対して、児童

は「怒らない」と書き足した。この児童

は、第７時になると、「すみれちゃん」

が妹の描いたものを消さなかった行動について、「自分も消さない。理由はかわいそうだから」と、

自分と比べたことについて、理由も踏まえて書けるようになった。 

「まとめる」過程では、「振り返りポイント」に沿って単元全体の振り返りを書く活動を行った。

本単元の「振り返りポイント」は、「心に残った言葉」「物語の読み方」「進んで読めたか、物語を

読むときに生かしたいこと」である。「心に残った言葉」については、全員が物語の叙述の中から心

に残った言葉を選んで書いていた。「物語の読み方」については、「心に残った言葉」のように、す

ぐには児童が考えを書き出すことができなかったため、本時の前半でまとめた物語の読み方について

再度確認したり、「振り返りパワーアップシート」に書いた「物語の読み方」に関する振り返りを読

むよう言葉掛けをしたりした。また、「○○して読めた」「○○して読むとよい」という書き方の例

を示し、視点に沿った振り返りを書けるようにした。児童は、「自分と比べて読むと読み方がよくな

る」や「自分とすみれちゃんの気持ちを考えると読みやすい」などの言葉で物語の読み方について自

分の考えを書いていた。「物語を読むときに生かしたいこと」については、「○○（本の題名）も同

じように読みたい」や「○○（本の題名）も自分と比べて読みたい」などの言葉で表現していた。 

このように、「振り返りポイント」に基づいて、振り返りの視点や書き方例を示して振り返りを促

したことで、児童が、学習したことに対する自分の考えについて「振り返りパワーアップシート」に

書くことにつながった。このことから、「振り返りポイント」を活用して振り返りの書き方指導を行

うことで、児童は、学習したことに対する自分の考えを表現できたと考える。 

 

 実践Ⅱ「話すこと・聞くこと」 

 

１ 「見通し」「深め進める」「振り返り」の学習サイクルにおいて、目的に応じて振り返りを促す

言葉掛けを行うことで、児童は、学習したことに対する自分の考えをもてたか 

(1) 「見通し」 

第４時では、本時のめあてである「司会のこつを使って話し合う」について考えられるようにす

るために、前時の学習を振り返るよう言葉掛けを行った。次ページ図６は、そのやり取りを記した

ものである。 

教師の「この間の国語の時間に何をしましたか」の問い掛けに対し、児童は自分たちで撮影した

動画を視聴して話合いを振り返ったことを想起し、「動画を見た」と答えていた。更に、「動画を

見ながら」という言葉で児童に再考を促すと、児童は、「よかったところと直した方がよいところ

を見付けた」と述べた。また、「どのような言葉を使うとよかったか思い出してみましょう」の言

図５ 児童Ⅾの振り返り 

第５時 第７時 
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葉掛けに対して、児童は「振り

返りパワーアップシート」を広

げたり、「自分の振り返りを読

むとよい」などの発言をしたり

して、前時に書いた自分の振り

返りを読み返し、前回の話合い

の反省点を生かして話し合うと

いう本時のめあてに関わる発言

をしていた。 

このように、これまでに学習

したことについて児童の言葉を

引き出しながら言葉掛けを行う

ことで、児童は、学習したこと

について振り返り、めあてを立

てていた。このことから、「見

通し」においてこれまでの学習

の振り返りを促す言葉掛けを行うことで、児童は前時の学習に対する自分の考えをもち、学習の見

通しをもてたと考える。 

(2)「深め進める」 

第３時では、前時の話合いの

仕方について振り返り、司会の

こつを見付ける活動を行った。

図７は、そのやり取りを記した

ものである。 

初めに、前時の話合いが進ん

だかを問い、児童が話合いを想

起できるようにした。児童から

「（話合いが）進んだ」という

声も上がったが、話合いが進ま

なかったという意見に賛同する

様子が見られた。更に、どのよ

うなところが困ったのかを問い

掛けると、児童から「司会が何

を言うのか分からない」や「時

間が足りなくなってしまった」

といった発言が出された。これ

らの発言を受け、教師が、「よ

い方法を見付けよう」と言葉掛

けをすると、児童は、納得した

様子でうなずいていた。 

撮影した話合いの様子の動画

を視聴し、話合いのよかったと

ころや直した方がよいところを

話し合った。図８は、そのやり

取りを記したものである。児童

からは、「２班の話合いを始め

図７ 「深め進める」におけるやり取り① 

図６ 「見通し」におけるやり取り 

図８ 「深め進める」におけるやり取り② 
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ます」のような話合いを始めるときに使う言葉や、「ほかに意見はありますか」のような意見を促

すときに使う言葉を使うとよいという意見が出された。また、直した方がよいところとして、声の

大きさが挙げられた。司会が使うとよい言葉についての児童の記述には、「○○さん、意見はあり

ますか」や「○○についてどうですか」など、自分が使うとよいと思った司会のこつが書かれてい

た。 

このように、「話合いがうまく進んでいるか」「どのようなところが困ったか」を問うことで、

児童は、話合いの仕方を振り返り、次の話合いに向けての改善点を見いだすことができた。このこ

とから、「深め進める」において自分の学習状況に対する振り返りを促す言葉掛けを行うことで、

児童が、ここまでの学習に対する自分の考えをもち、学習を調整することにつながったと考える。 

(3) 「振り返り」 

第６、７時では、児童が（これまでに見付けた）「それぞれのこつを生かして話し合おう」とい

うめあてを立て、「３年２組に紹介する本」について話し合った。「振り返り」では、自分たちの

話合いや他のグループの話合いの仕方について書く活動を行った。教師は、「（話合いがうまくい

ったと思う人は）どういうところがよかったから早く決まったのかな。話合いがうまくいかないと

思った人は、どのようにしたら決められたのかな、決まらなかった原因は何かな、というように話

合いの仕方について振り返りましょう」と振り返りの視点を説明した。児童は、「振り返りパワー

アップシート」に視点に沿った振り返りを書いていた。 

このように、学習内容についての振り返りの視点を示したことで、児童は、本時の学習を振り返

り、自分の学びについて自分の言葉で書いていた。このことから、「振り返り」において、学習を

通して学んだことについて振り返りを促す言葉掛けを行うことで、児童は、自分の学びを自覚し、

学習したことに対する自分の考えをもつことができたと考える。 

 

２ 「振り返り」において「振り返りポイント」を活用し、めあてに沿った振り返りになるように視

点を明確にした書き方指導を行うことで、児童は、学習したことに対する自分の考えを表現できる

ようになったか 

本単元の「振り返りポイント」として、「話合いがうまく進む言葉」「意見をまとめるための話合

いの仕方」「進んで話し合う、友達の意見を聞くときや、話合いをするときに気を付けること」を示

していた。児童は、第３時と第５時に「話合いがうまく進む言葉」、第２時、第４時、第６、７時に

は「意見をまとめるための話合いの仕方」について振り返りを書いた。また、第１時には「友達の意

見を聞くときや、話合いをするときに気を付けること」について、自分の考えを「振り返りパワーア

ップシート」に書いた。 

「まとめる」過程では、初めに、

グループで話し合って本単元で学習

したことを振り返る活動を行った。

児童は、「振り返りパワーアップシ

ート」に書いたこれまでの振り返り

を見ながら、「提案者のこつにはこ

のような言葉があった」や「司会の

こつを使って話し合うとよかった」

など、振り返りポイントの「話合い

がうまく進む言葉」や「意見をまと

めるための話合いの仕方」について

分かったことを伝え合っていた。そ

の後、グループで話し合ったことを

全体で共有し、個で単元の振り返り

を書く活動を行った（図９）。「話

図９ 単元の振り返りの記述 
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合いがうまく進む言葉」の振り返りでは、「○○さん、まだ言っていないからどうぞ」「理由は○○

だからです」などの具体的な記述が見られた。「意見をまとめるための話合いの仕方」の振り返りで

は、「意見と一緒に理由も言うと、みんなに伝わりやすくなって分かりやすい話合いの仕方になる」

や「理由や意見をたくさん出してまとめるとよい」など、学習内容を踏まえた記述が見られた。「友

達の意見を聞くときや、話合いをするときに気を付けること」の振り返りでは、「こつを使って話し

合いたい」や「理由も付けて意見を言えるようにしたい」など、見付けたこつを生かす内容の記述が

見られた。 

このように、「振り返りポイント」に基づいた振り返りの視点や書き方例を示して振り返りを促し

たことで、児童は、学習したことに対する自分の考えを「振り返りパワーアップシート」に書くこと

ができた。このことから、「振り返りポイント」を活用して振り返りの書き方指導を行うことで、児

童は、学習したことに対する自分の考えを表現できたと考える。 

 

Ⅶ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

 〇 「見通し」「深め進める」「振り返り」の学習サイクルにおいて、目的に応じて振り返りを促

す言葉掛けを行うことで、児童は、「何ができたか」「どうしたらできたか」といった自分の学

びを自覚し、学習したことに対する自分の考えをもつことができた。 

〇 「振り返り」において、「振り返りポイント」を活用して振り返りの視点を提示したり、文末

表現や書き出しを提示したりして、視点を明確にした振り返りの書き方指導を行うことで、児童

は、「物語はこのように読めばよい」や「○○などの言葉を使って話し合うとよい」など、学習

したことに対する自分の考えを表現することができた。 

 

２ 課題 

   児童が、学習したことに対し自分の考えを表現する場としての振り返り活動のよさに気付き、主

体的に自分の学びについて考えられるようにすることが重要である。そのためには、各領域の「考

えの形成」の指導事項や児童の発達の段階に応じて、「振り返りポイント」を設定したり、振り返

りに表れてほしい表現を具体化したりして振り返り指導を行う必要がある。 

 

Ⅷ 提言 

 

 児童が学習したことに対して自分の考えをもち、表現できるようにするためには、「見通し」「深め

進める」「振り返り」の学習サイクルにおいて、自分の学習について振り返り、学びを自覚することが

大切である。振り返りを促す言葉掛けを行ったり、振り返りの書き方を指導したりする視点を明確にし

た振り返り指導を、国語科だけではなく教科横断的に継続させることで、「何を学んだか」「どのよう

に学んだか」「これからの学習に生かしたいことは何か」について児童が自分の考えを表現する力を高

めることができると考える。 
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